
○福井克之所蔵文書  東郷町白石 

 七六七六七六七六 白石村伊平帰村の儀につき願書 

 乍恐奉歎口上之覚 
一、白石村市左衛門後家さん娘とめ拾四才伜才吉拾才 

 同芳五郎八才、右四人者共弐拾年前酉ノ五月罷出 

 行衛相知不申ニ付、根帳面切奉願候、然所、母親さん 

 弟芳五郎両人儀者同暮播州姫路ニ而相果候趣、 娘と 

  め儀者姫路在江今ニ奉行仕候趣、 伜才吉儀伊平と改 

            （貞）   あちこち 

 名仕、近辺ニ罷帰、至極亭実ニ西風東風日雇稼共仕 

 居候趣ニ而、泊り村与七郎と申者養子ニ貰受度頼参 

り候得共、何分根帳面切れ之者ニ候得者、如何共致 

方無御座、不便千万ニ奉存候、右等亭実者ニ付養子 

ニ貰受度頼参候程之者ニ候得者、 格別之御愍憐を 

以、帰村被仰付候様、村中一統同心之上奉願上候、 

此段冝敷被仰上可被為下、偏ニ奉願候、以上、 

      河村郡白石村 年行司 半左衛門 ㊞ 

(一八五六) 安政三年       年 寄 弥左衛門 ㊞ 

 辰十一月日     庄 屋 亀右衛門 ㊞ 

 尾崎清右衛門殿 
    


